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工事費 進捗率
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委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
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名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

18,111 97.0%

-
 1

 -

13,019 96.0%

【事業目的】
北勢地域の幹線ネットワーク
に、東部を走る国道１号、国
道２３号と西部を走る国道３０
６号、県道四日市菰野大安
線（通称ミルクロード）の間に
南北を結ぶ幹線道路が無い
ことから、当バイパスの整備
により、南北幹線交通を確保
し、地域の連携、産業の発展
に寄与するとともに、東海環
状自動車道大安IC（仮称）、
東員IC（仮称）と接続すること
で社会経済圏の拡大を図
る。

H19 5,092 100.0%

平成１７年度末まで
に、９．６ｋｍの部分供
用済み

【市町村合併】
平成１５年１２月１
日、員弁郡旧４町
（員弁町、藤原町、
大安町、北勢町）が
合併し、いなべ市が
誕生した。市町村合
併を支援する道路と
して整備が急がれ
る。
【物流の効率化】
物流の効率化の面
から四日市港、東名
阪自動車道、国道２
３号等へのアクセス
道路として早急な整
備が求められてい
る。

【費用便益比】
B/C=７．６

【コスト縮減】
他工事での発生残土
を盛土材として利用
し、残る区間だけでも
１億円以上のコスト
縮減が見込む。

平成１９年度に全線
供用予定。

審査を行った結果、事業継続の妥
当性が認められたことから事業継続
を了承する。
ただし、次の点について意見を付す
るものである。
一、今後、全体計画の工事内容に
ついて変更があった場合は、その経
過について詳細に説明するべきで
ある。
一、道路整備は多様な目的を持っ
ているものと考えられる。したがっ
て、今後は、道路整備の目的を主た
る目的と副たる目的に分けるととも
に、効果についても定量的と定性的
に分けてわかりやすく説明された
い。
一、費用便益比については、単に計
算結果表のみを添付するのではな
く、その見方及び考え方を箇条書き
するなどわかりやすい説明に努める
とともに、日当たり交通量及び事業
費を交通車両１台当たりに換算した
コストを明確にされたい。

また、１１番については、総コスト
からトンネルにかかる費用を削除し
ていたが、この考え方が不明瞭で
あった。したがって、道路事業の費
用便益の考え方を改めて整理する
とともに、今後は、これについてわ
かりやすい説明を求めるものであ
る。
一、コスト縮減については、いつの
事業実施時点に比べてどのような
取り組みを行い、いくら縮減したの
か、について説明されたい。
一、盛土の耐震性については、設計
上の考え方を検討のうえ整理された
い。
一、橋梁の耐久性の向上に向けて
取り組まれたい。
一、１４番については、パールロード
の交通量予測を含めて将来交通量
を検討されたい。

道
路
事
業

8
一般国道３６
５号員弁バイ
パス

いなべ市
～四日市
市

③

【全体事業概要】
延長             12.0km
幅員（2/4）         14.0(25.0)m
  道路改良工   10,950m
  橋梁工（本線）  6橋(1000m)

橋梁工（支線）   2橋(190m)

S59



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

9,000 35.0%

-
 2

 -

8,550 32.0%

【事業目的】
松阪市飯南町から美杉村

へ至る仁柿峠の現道は、幅
員が大変狭く、屈曲した線形
の未改良区間となっており、
この地域の交通を分断して
いる。そこで、これを整備する
ことで交通分断を解消し、美
杉村と南勢地域の連携を強
化し、生活、産業及び社会活
動の振興に寄与し、緊急輸
送道路としての機能を確保す
る。

H28 450 80.0%

【木材コンビナートの
完成】
事業着手後、松阪
市に木材コンビナー
トが完成し、美杉村
からの木材運搬
ルートとして早期完
成が強く望まれてい
る。
【松阪市合併】
平成１７年１月１日、
松阪市と飯南町、飯
高町、嬉野町、三雲
町が合併し、新松阪
市が発足した。
【津市合併】
平成１８年１月１日、
津市、久居市、河芸
町、芸濃町、安濃
町、香良洲町、一志
町、白山町、美里
村、美杉村が合併
し、新津市が発足す
る。

【全体事業概要】
延長                       3.9km
幅員                    5.5(7.0)m
  道路改良工           3,030m
  橋梁工             7橋(623m)
  トンネル工  1箇所(267m)

H2

平成１６年度末まで
に、０．４ｋｍの部分供
用済み

道
路
事
業

9
一般国道３６
８号仁柿峠バ
イパス

松阪市 ③

事業停滞の要因と
なっていた大規模法
面の施工を減少さ
せ、安定した事業進
捗を見込めるトンネ
ル・橋梁といった構造
物中心のルート計画
に見直しを行ったこと
から、工事の促進を
図り平成２８年度の
全線供用を目指す予
定。

審査を行った結果、事業継続の妥
当性が認められたことから事業継続
を了承する。
ただし、次の点について意見を付す
るものである。
一、今後、全体計画の工事内容に
ついて変更があった場合は、その経
過について詳細に説明するべきで
ある。
一、道路整備は多様な目的を持っ
ているものと考えられる。したがっ
て、今後は、道路整備の目的を主た
る目的と副たる目的に分けるととも
に、効果についても定量的と定性的
に分けてわかりやすく説明された
い。
一、費用便益比については、単に計
算結果表のみを添付するのではな
く、その見方及び考え方を箇条書き
するなどわかりやすい説明に努める
とともに、日当たり交通量及び事業
費を交通車両１台当たりに換算した
コストを明確にされたい。

また、１１番については、総コスト
からトンネルにかかる費用を削除し
ていたが、この考え方が不明瞭で
あった。したがって、道路事業の費
用便益の考え方を改めて整理する
とともに、今後は、これについてわ
かりやすい説明を求めるものであ
る。
一、コスト縮減については、いつの
事業実施時点に比べてどのような
取り組みを行い、いくら縮減したの
か、について説明されたい。
一、盛土の耐震性については、設計
上の考え方を検討のうえ整理された
い。
一、橋梁の耐久性の向上に向けて
取り組まれたい。
一、１４番については、パールロード
の交通量予測を含めて将来交通量
を検討されたい。

【費用便益比】
B/C=１．６

【コスト縮減】
発生残土を盛土材と
し、コスト縮減を図
る。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

8,580 84.0%

-
 3

 -

4,802 75.0%

【事業目的】
県道鳥羽松阪線は、国道２３
号とともに中南勢地域の交
通を担う主要幹線道路であ
るが、櫛田川を渡る櫛田橋
から市街地内の国道４２号ま
での区間が混雑しており、支
障をきたしている。そこで２車
線から４車線へ拡幅すること
により、円滑な交通の確保を
図る。 H22 3,778 93.0%

道
路
事
業

10
主要地方道
鳥羽松阪線

松阪市 ②

【全体事業概要】

延長                      1,8km
幅員                14.0(26.0)m
  道路改良工          1,521m
  橋梁工             1橋(279m)

H8

平成１８年度におい
て櫛田橋の前後約８
４０ｍの部分供用を
図る予定。残りの区
間は平成２２年度の
供用を目指す予定。

未供用 平成１５年度に県道
御麻生豊原線が整
備され、平成１７年
度に県道松阪環状
線が完成する予定。
また、国道４２号松
阪多気バイパスが
現在整備中である。
このように当事業周
辺の幹線道路ネット
ワークが形成されつ
つあり、主要幹線機
能を担う当該事業区
間の道路整備が急
がれる。

【費用対便益分析】
Ｂ／Ｃ＝３．０

【コスト縮減】
別事業との工程を調
整し、盛土材料や仮
橋の転用などにより
約２億３千万円のコ
スト縮減が見込まれ
まる。

審査を行った結果、事業継続の妥
当性が認められたことから事業継続
を了承する。
ただし、次の点について意見を付す
るものである。
一、今後、全体計画の工事内容に
ついて変更があった場合は、その経
過について詳細に説明するべきで
ある。
一、道路整備は多様な目的を持っ
ているものと考えられる。したがっ
て、今後は、道路整備の目的を主た
る目的と副たる目的に分けるととも
に、効果についても定量的と定性的
に分けてわかりやすく説明された
い。
一、費用便益比については、単に計
算結果表のみを添付するのではな
く、その見方及び考え方を箇条書き
するなどわかりやすい説明に努める
とともに、日当たり交通量及び事業
費を交通車両１台当たりに換算した
コストを明確にされたい。

また、１１番については、総コスト
からトンネルにかかる費用を削除し
ていたが、この考え方が不明瞭で
あった。したがって、道路事業の費
用便益の考え方を改めて整理する
とともに、今後は、これについてわ
かりやすい説明を求めるものであ
る。
一、コスト縮減については、いつの
事業実施時点に比べてどのような
取り組みを行い、いくら縮減したの
か、について説明されたい。
一、盛土の耐震性については、設計
上の考え方を検討のうえ整理された
い。
一、橋梁の耐久性の向上に向けて
取り組まれたい。
一、１４番については、パールロード
の交通量予測を含めて将来交通量
を検討されたい。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

2,010 36.0%

-
 4

 -

1,964 34.0%

【事業目的】
宮川村地内の国道４２２号は
村西部地区の集落と村役場
等の位置する中心部を結
び、生活圏である松阪地域と
を結ぶ幹線道路であるが、区
間内の八知山トンネルは崩
壊の危険が発見され、平成１
０年２月から通行止としてい
る。そこで、道路機能の回復
を図り、幅員を拡幅すること
で生活道路としての円滑な交
通を確保します。

H22 64 97.0%

道
路
事
業

11
一般国道４２
２号八知山拡
幅

宮川村 ②

【全体事業概要】

延長                       0.9km
幅員                    6.0(8.0)m
  道路改良工             509m
  橋梁工               1橋(20m)

トンネル工    1箇所(321m)

H7

平成１６年度末まで
に、０．３ｋｍの部分供
用済み

■平成１６年９月の
台風２１号の大豪雨
により、当該区間が
崩壊し、これより上
流に位置する大杉
地区集落が８日間に
わたり孤立し、地域
の生活に多大な支
障を来した。
■平成１８年１月に
大台町との合併を控
えており、行政サー
ビスの向上・効率化
支援のため早期整
備が望まれている。
■平成１７年度末に
近畿自動車道紀勢
線 勢和多気ＪＣＴ
～大宮・大台ＩＣまで
が開通する予定で、
宮川村への観光客
の増加が見込まれ
る。

【費用便益比】
B/C=１．４

【コスト縮減】
残工事は、トンネル
部と橋梁部でトンネ
ル工事で発生する残
土は、他工事との調
整を行いコスト縮減
に努める。

平成１９年度に未買
収地の解決を図り、
平成２２年度末の全
線供用を図る予定。

審査を行った結果、事業継続の妥
当性が認められたことから事業継続
を了承する。
ただし、次の点について意見を付す
るものである。
一、今後、全体計画の工事内容に
ついて変更があった場合は、その経
過について詳細に説明するべきで
ある。
一、道路整備は多様な目的を持っ
ているものと考えられる。したがっ
て、今後は、道路整備の目的を主た
る目的と副たる目的に分けるととも
に、効果についても定量的と定性的
に分けてわかりやすく説明された
い。
一、費用便益比については、単に計
算結果表のみを添付するのではな
く、その見方及び考え方を箇条書き
するなどわかりやすい説明に努める
とともに、日当たり交通量及び事業
費を交通車両１台当たりに換算した
コストを明確にされたい。

また、１１番については、総コスト
からトンネルにかかる費用を削除し
ていたが、この考え方が不明瞭で
あった。したがって、道路事業の費
用便益の考え方を改めて整理する
とともに、今後は、これについてわ
かりやすい説明を求めるものであ
る。
一、コスト縮減については、いつの
事業実施時点に比べてどのような
取り組みを行い、いくら縮減したの
か、について説明されたい。
一、盛土の耐震性については、設計
上の考え方を検討のうえ整理された
い。
一、橋梁の耐久性の向上に向けて
取り組まれたい。
一、１４番については、パールロード
の交通量予測を含めて将来交通量
を検討されたい。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

1,220 70.0%

-
 5

 -

1,080 67.0%

【事業目的】
宮川村地内の国道４２２号
は、村西部地区の集落と村
役場等を結ぶ道路であるが、
当該事業区間は、幅員が狭
い未改良区間となっており、
円滑な交通の支障となってい
る。また、昨年の台風２１号
の豪雨により一時通行不能
となり、地域住民の生活に重
大な影響を及ぼした。そこ
で、当該区間の整備を行い、
円滑な交通を確保するととも
に、災害に強い命の道の確
保を図る。

H21 140 98.0%

平成２０年度の全線
供用に向けて事業を
推進する予定｡

②

【全体事業概要】

延長                       1.3km
幅員                  6.0(11.0)m
  道路改良工           1,272m
  橋梁工               1橋(17m)

道
路
事
業

12
一般国道４２
２号明豆拡幅

宮川村

審査を行った結果、事業継続の妥
当性が認められたことから事業継続
を了承する。
ただし、次の点について意見を付す
るものである。
一、今後、全体計画の工事内容に
ついて変更があった場合は、その経
過について詳細に説明するべきで
ある。
一、道路整備は多様な目的を持っ
ているものと考えられる。したがっ
て、今後は、道路整備の目的を主た
る目的と副たる目的に分けるととも
に、効果についても定量的と定性的
に分けてわかりやすく説明された
い。
一、費用便益比については、単に計
算結果表のみを添付するのではな
く、その見方及び考え方を箇条書き
するなどわかりやすい説明に努める
とともに、日当たり交通量及び事業
費を交通車両１台当たりに換算した
コストを明確にされたい。

また、１１番については、総コスト
からトンネルにかかる費用を削除し
ていたが、この考え方が不明瞭で
あった。したがって、道路事業の費
用便益の考え方を改めて整理する
とともに、今後は、これについてわ
かりやすい説明を求めるものであ
る。
一、コスト縮減については、いつの
事業実施時点に比べてどのような
取り組みを行い、いくら縮減したの
か、について説明されたい。
一、盛土の耐震性については、設計
上の考え方を検討のうえ整理された
い。
一、橋梁の耐久性の向上に向けて
取り組まれたい。
一、１４番については、パールロード
の交通量予測を含めて将来交通量
を検討されたい。

【費用便益比】
B/C=１．８

【コスト縮減】
施工済み及び一部
工事着手区間を除い
て歩道の幅員の見直
しを行い約２千万円
のコスト縮減をはか
ります。

平成１６年度末まで
に、０．７ｋｍの部分供
用済み

■平成１６年９月の
台風２１号により、道
路が寸断され、地域
住民の物資の輸送
等、生活に大きな支
障をきたし、早急な
改良整備が望まれ
る。
■平成１８年１月に
大台町との合併を控
えており、行政サー
ビスの向上・効率化
支援のため早期整
備が望まれている。
■平成１７年度末に
近畿自動車道紀勢
線 勢和多気ＪＣＴ
～大宮・大台ＩＣまで
が開通する予定で、
宮川村への観光客
の増加が見込まれ
る。

H8



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

29,702 50.0%

-
 6

 -

26,201 44.0%

【事業目的】
伊勢地域と志摩地域を連結
し、中京・関西等の大都市圏
と志摩地域を高速交通で連
結する「伊勢志摩連絡道路」
（延長約２０ｋｍ）を計画決定
し、伊勢二見鳥羽ラインから
鳥羽市白木の現国道１６７号
までの延長７．６ｋｍの区間
について「第二伊勢道路」と
して整備を進めている。この
道路により、志摩地域伊勢地
域の観光アクセスを向上させ
るほか、地域の産業の向上
に寄与する。

H24 3,501 100.0%

未供用 平成２５年の伊勢神
宮第６２回式年遷宮
に間に合うよう平成２
４年の全線供用を図
る予定｡

【費用便益比】
B/C=２．３

【コスト縮減】
松下ジャンクション部
におてい、構造規格
の見直しを行い、ラン
プ形状をコンパクト化
するなど約１９億円
のコスト縮減を図る。

道
路
事
業

13 ②

【全体事業概要】

延長                      7,6km
幅員                14.0(20.5)m
  道路改良工          1,743m
  橋梁工             4橋(959m)
  トンネル工   4箇所(4,898m)

松下JCT 1式(内橋梁9橋)
白木IC 1式(内橋梁1橋)

平成1６年12月に第
二名神高速道路が
東名高速道路へ連
結し、平成２０年代
初頭には第二名神
高速道路が滋賀県
にて名神高速道路
へ連絡し、また平成
１７年２月には中部
新国際空港が開港
し、中部圏から国内
外へのアクセスが改
善されつつあり、観
光客の増大が見込
まれます。

審査を行った結果、事業継続の妥
当性が認められたことから事業継続
を了承する。
ただし、次の点について意見を付す
るものである。
一、今後、全体計画の工事内容に
ついて変更があった場合は、その経
過について詳細に説明するべきで
ある。
一、道路整備は多様な目的を持っ
ているものと考えられる。したがっ
て、今後は、道路整備の目的を主た
る目的と副たる目的に分けるととも
に、効果についても定量的と定性的
に分けてわかりやすく説明された
い。
一、費用便益比については、単に計
算結果表のみを添付するのではな
く、その見方及び考え方を箇条書き
するなどわかりやすい説明に努める
とともに、日当たり交通量及び事業
費を交通車両１台当たりに換算した
コストを明確にされたい。

また、１１番については、総コスト
からトンネルにかかる費用を削除し
ていたが、この考え方が不明瞭で
あった。したがって、道路事業の費
用便益の考え方を改めて整理する
とともに、今後は、これについてわ
かりやすい説明を求めるものであ
る。
一、コスト縮減については、いつの
事業実施時点に比べてどのような
取り組みを行い、いくら縮減したの
か、について説明されたい。
一、盛土の耐震性については、設計
上の考え方を検討のうえ整理された
い。
一、橋梁の耐久性の向上に向けて
取り組まれたい。
一、１４番については、パールロード
の交通量予測を含めて将来交通量
を検討されたい。

H8

一般国道１６
７号第二伊勢
道路

鳥羽市～
伊勢市



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

13,346 74.0%

-
 7

 -

8,755 70.0%

【事業目的】
 伊勢地域と志摩地域を相互
に連絡する機能と中京・関西
の大都市圏と志摩地域を高
速交通で連結する機能を合
わせ持った「伊勢志摩連絡道
路」を計画決定し、現在その
一部として、当該事業を進め
ている。

観光業などの産業及び社
会活動の振興に寄与すると
ともに、現道と交通機能を分
担することにより生活道路機
能を確保する。また、緊急輸
送道路としての機能を向上さ
せる。

H24 4,591 80.0%

道
路
事
業

14
一般国道１６
７号鵜方磯部
バイパス

志摩市 ③

【全体事業概要】

延長                       8.2km
幅員                 13.0(25.0)m
  道路改良工           7,479m
  橋梁工             5橋(258m)
  トンネル工     1箇所(413m)

S61

平成１６年度までに
４．２ｋｍの部分供用
済み

平成1６年12月に第
二名神高速道路が
東名高速道路へ連
結し、平成２０年代
初頭には第二名神
高速道路が滋賀県
にて名神高速道路
へ連絡し、また平成
１７年２月には中部
新国際空港が開港
し、中部圏から国内
外へのアクセスが改
善されつつあり、観
光客の増大が見込
まれる。

【費用便益比】
B/C=１．６

【コスト縮減】
工事施工にあたって
は、掘削土を盛土区
間へ計画的に流用
し、約２千万円コスト
縮減を図る。

平成２５年の伊勢神
宮第６２回式年遷宮
に間に合うよう平成２
４年の全線供用を図
る予定｡

審査を行った結果、事業継続の妥
当性が認められたことから事業継続
を了承する。
ただし、次の点について意見を付す
るものである。
一、今後、全体計画の工事内容に
ついて変更があった場合は、その経
過について詳細に説明するべきで
ある。
一、道路整備は多様な目的を持っ
ているものと考えられる。したがっ
て、今後は、道路整備の目的を主た
る目的と副たる目的に分けるととも
に、効果についても定量的と定性的
に分けてわかりやすく説明された
い。
一、費用便益比については、単に計
算結果表のみを添付するのではな
く、その見方及び考え方を箇条書き
するなどわかりやすい説明に努める
とともに、日当たり交通量及び事業
費を交通車両１台当たりに換算した
コストを明確にされたい。

また、１１番については、総コスト
からトンネルにかかる費用を削除し
ていたが、この考え方が不明瞭で
あった。したがって、道路事業の費
用便益の考え方を改めて整理する
とともに、今後は、これについてわ
かりやすい説明を求めるものであ
る。
一、コスト縮減については、いつの
事業実施時点に比べてどのような
取り組みを行い、いくら縮減したの
か、について説明されたい。
一、盛土の耐震性については、設計
上の考え方を検討のうえ整理された
い。
一、橋梁の耐久性の向上に向けて
取り組まれたい。
一、１４番については、パールロード
の交通量予測を含めて将来交通量
を検討されたい。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

10,900 19.0%

-
 8

 -

10,220 14.0%

【事業目的】
伊賀市北部地域と伊賀市市
街地を結ぶ重要な生活道路
であるが、幅員が狭く、線形
が悪い未改良区間であること
から、安全で円滑な通行に支
障を来たしている。当バイパ
スを整備することにより円滑
な生活道路を確保するととも
に、伊賀地域と滋賀県との交
流の促進を図る。また、現在
事業中である第二名神高速
道路へのアクセス機能を向
上させる。

H29 680 99.0%

道
路
事
業

15
一般国道４２
２号三田坂バ
イパス

伊賀市 ②

【全体事業概要】

延長                       5.1km
幅員                  6.5(12.0)m
  道路改良工           2,771m
  橋梁工           8橋(654m)
  トンネル工   1箇所(1,675m)

H8

未供用 平成２０年頃、第二
名神高速道路の東
名阪自動車道 亀山
東ジャンクションから
名神高速道路 草津
ジャンクション間の
開通が予定されてい
る。第二名神高速道
路 信楽インターチェ
ンジへのアクセス道
路として、伊賀地域
と滋賀・京都・北陸
地方などとの連携を
強化させる。

【費用便益比】
B/C=１．２

【コスト縮減】
道路幅員の見直しを
行うことより、約２０億
円のコスト縮減が見
込まれる。

平成１７年度末に、伊
賀市三田地内の延長
６００ｍの区間につい
て供用開始をする予
定。残る区間につい
ては、順次整備を行
い、平成２９年度の供
用を図る予定。

審査を行った結果、事業継続の妥
当性が認められたことから事業継続
を了承する。
ただし、次の点について意見を付す
るものである。
一、今後、全体計画の工事内容に
ついて変更があった場合は、その経
過について詳細に説明するべきで
ある。
一、道路整備は多様な目的を持っ
ているものと考えられる。したがっ
て、今後は、道路整備の目的を主た
る目的と副たる目的に分けるととも
に、効果についても定量的と定性的
に分けてわかりやすく説明された
い。
一、費用便益比については、単に計
算結果表のみを添付するのではな
く、その見方及び考え方を箇条書き
するなどわかりやすい説明に努める
とともに、日当たり交通量及び事業
費を交通車両１台当たりに換算した
コストを明確にされたい。

また、１１番については、総コスト
からトンネルにかかる費用を削除し
ていたが、この考え方が不明瞭で
あった。したがって、道路事業の費
用便益の考え方を改めて整理する
とともに、今後は、これについてわ
かりやすい説明を求めるものであ
る。
一、コスト縮減については、いつの
事業実施時点に比べてどのような
取り組みを行い、いくら縮減したの
か、について説明されたい。
一、盛土の耐震性については、設計
上の考え方を検討のうえ整理された
い。
一、橋梁の耐久性の向上に向けて
取り組まれたい。
一、１４番については、パールロード
の交通量予測を含めて将来交通量
を検討されたい。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

2,500 63.0%

-
 9

 -

2,344 61.0%

【事業目的】
当路線は、熊野灘沿岸部

の集落と熊野市中心市街を
結ぶ唯一の生活道路となっ
ているが、当該区間の幅員
が狭く円滑な交通の支障と
なっている。災害により一旦
道路が寸断すると、他に迂回
路が無く集落が孤立する。そ
こで、当該区間を整備するこ
とにより円滑な生活道路を確
保するとともに、緊急輸送道
路としての機能を確保し、安
心で安全な地域づくりに貢献
する。

H20 156 100.0%

道
路
事
業

16
一般国道３１
１号波田須磯
崎バイパス

熊野市 ③

【全体事業概要】

延長                1.7km
幅員              6.0(8.0)m
  道路改良工      1,565m
  トンネル工     1箇所(175m)

H2

平成１６年度までに
０．８ｋｍの部分供用
済み

平成１６年７月、熊
野古道を含む「紀伊
山地の霊場と参詣
道」が世界遺産に登
録され、熊野古道へ
のアクセス道として
早期完成が強く望ま
れている。

【費用便益比】
B/C=１．７

【コスト縮減】
橋梁から盛土に変更
し、約２億円コスト縮
減額を図る。

平成２０年度の全線
供用に向けて事業を
推進する｡

審査を行った結果、事業継続の妥
当性が認められたことから事業継続
を了承する。
ただし、次の点について意見を付す
るものである。
一、今後、全体計画の工事内容に
ついて変更があった場合は、その経
過について詳細に説明するべきで
ある。
一、道路整備は多様な目的を持っ
ているものと考えられる。したがっ
て、今後は、道路整備の目的を主た
る目的と副たる目的に分けるととも
に、効果についても定量的と定性的
に分けてわかりやすく説明された
い。
一、費用便益比については、単に計
算結果表のみを添付するのではな
く、その見方及び考え方を箇条書き
するなどわかりやすい説明に努める
とともに、日当たり交通量及び事業
費を交通車両１台当たりに換算した
コストを明確にされたい。

また、１１番については、総コスト
からトンネルにかかる費用を削除し
ていたが、この考え方が不明瞭で
あった。したがって、道路事業の費
用便益の考え方を改めて整理する
とともに、今後は、これについてわ
かりやすい説明を求めるものであ
る。
一、コスト縮減については、いつの
事業実施時点に比べてどのような
取り組みを行い、いくら縮減したの
か、について説明されたい。
一、盛土の耐震性については、設計
上の考え方を検討のうえ整理された
い。
一、橋梁の耐久性の向上に向けて
取り組まれたい。
一、１４番については、パールロード
の交通量予測を含めて将来交通量
を検討されたい。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

1,474 74.2%

-
 1

0
 -

1,474 74.2%

【事業目的】
当地域は海洋性ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ
の発展が期待される地域だ
が海水浴場が存在しない。
海水浴場を整備し、五ヶ所港
周辺ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設等と共に
総合的なﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ機能を発
揮することにより、周辺地域
の振興・発展に寄与する。

Ｈ２０ - -

海
岸
事
業

19
五ヶ所港海岸
海岸環境整
備

南伊勢町 ②

【全体事業概要】
護 岸：L=  320m
突 堤：L=  245m
離 岸 堤：L=   163m
人工海浜：V=42,020m3
遊 歩 道：V= 5,000m2

(埋立含む)
植 栽：A= 1,660m2

Ｈ８

護岸        91.0%
突堤       100.0%
潜堤        51.2%
人工海浜  59.5%
遊歩道､植栽 51.0%

海水浴場の利用者
人口は年々減少傾
向となっています
が、依然として多く
の人が利用してい
る。

当事業の海水浴
場は単独で存在す
るのではなく、海洋
性ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの１つ
のﾒﾆｭｰとして、他ﾚｸ
ﾘｴｰｼｮﾝとの相乗効
果を発揮すること
で、今後も利用者を
確保できると考えて
います。

【費用便益費】
Ｂ／Ｃ＝1.78
【コスト縮減】
他事業の建設発生
土を流用することに
より工事費約30百万
円の縮減を図ってい
る。
また、養浜量及び利
便施設を見直すこと
により579百万円縮
減している。
【代替案の検討】
当事業を南伊勢町
(旧南勢町)で実施す
ることは妥当と考え
ております。

養浜や利便施設の規
模やグレードを見直
し、コスト縮減を図り、
早期に事業効果が発
現出来るよう努めて
まいりたい。

審査を行った結果、次の点につ
いて、不明確であった。
一、計画利用者数を踏まえた水
質の変化予測（潜堤の海浜側の
水質を含む）
一、養浜勾配の持続性
一、海岸の定性的な魅力
このため、国内の既存海岸の実
態を調査検討のうえ、説明できる
資料の提出を待って再審議とす
る。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
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価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

16,970 86.9%

-
 1

1
 -

12,810 83.0%

【事業目的】
余暇時間の増大、レクリエー
ション需要の拡大、大規模な
レクリエーションニーズに対
応してレク空間施設を公共民
間協力方式により一体的に
整備する。

Ｈ２２ 4,160 100.0%

都
市
公
園
事
業

20
熊野灘臨海
公園

紀伊長島
町、海山
町

④

【全体事業概要】
整備面積 530.8ha
（片上池）管理棟、木製ﾃﾞｯ
ｷ、園地整備、橋梁整備
（城の浜）ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場、ﾌﾟｰ
ﾙ、体育館、温泉施設整備、
園地整備、多田ヶ瀬園路整
備
（大白）園地、橋梁、ﾃﾆｽｺｰ
ﾄ、芝生広場、大白池・藤ヶ谷
池整備、駐車場、野草地、収
穫園、野外学習施設
（三浦）展望台、園地、園路

Ｓ４５

（片上池）
管理棟は供用済み、
平成１３年度より、道
の駅としての機能を
追加し営業を始め、利
用者を増進させてい
る。供用面積2.2ha

（城の浜）
オートキャンプ場、
プール、体育館は供
用済み。供用面積
39.8ha

（大白）
園路、橋梁、芝生広
場、テニスコートは整
備済み。テニスコート
は町の運営管理によ
り営業されている。供
用面積3.5ha

 (三浦）
展望台、園地、園路を
供用済み。供用面積
3.6ha

長時間を要している
ため、社会経済情勢
や利用者ニーズの
変化から、公園のコ
ンセプト、整備計画
を時代に即応したも
のに修正する必要
が生じている。
また、「東紀州活性
化」の動きが盛んに
なり、当公園整備は
熊野古道とともに東
紀州の拠点となり、
活性化の一役を担う
のに必要不可欠な
ものとなっている。

費用便益分析結果
（片上池）
B/C=1.57
（城の浜）
B/C=3.91
（大白）
B/C=1.02

コスト縮減
建設コスト縮減等
チェックリストにより、
検討を行い、コスト縮
減に努めている。

平成１２，１３年の２カ
年をかけて専門家を
含む委員会を立ち上
げ、また、地元関係
者、公園に関心を持
つ多くの人々の意見
把握、広範囲の情報
収集を行い、基本計
画を策定したところで
ある。
今後は、この計画に
基づき、城の浜、片
上池、大白地区の３
地区で重点的に整備
を行う。

審査を行った結果、前回の第５
回委員会において提案された大
白地区の計画内容の取り下げを
了承する。

ただし、次の点について意見を
付するものである。
一、第５回委員会での提案を、今
回、白紙撤回した経緯を考える
と、十分に事業のコンセプトを理
解せず計画変更したものと考え
られる。したがって、今後、このよ
うなことの無いような県としての
事業への取り組み姿勢を整える
べきである。
一、具体的な計画については、こ
の公園のコンセプトを踏まえ、一
部の利害関係者の意見のみに
傾注することのない客観的な計
画を行うべきである。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（市町村事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名

6,310 35.2%

2,940 2.4%

-
 1

2
 -

【事業目的】
松阪市民の運動・レクリエー
ションに対する要望や、環
境、自然の大切さ、また高齢
化社会へむけての健康維持
を目的とする空間等の整備。 H28 3,370 63.9%

【全体事業概要】

用地取得済みであ
る２６．５haについて
平成17年度より平成
23年度までの7年間
で施設整備を行い一
部供用開始を行う。

施設整備区域外の
計画については社会
経済状況等の変化を
ふまえ、施設計画の
検討を行っていく。

審査を行った結果、事業継続
の妥当性が認められたことから
事業継続を了承する。

②

【全体事業概要】
整備面積 A=52.5ha
調整池整備
芝生広場 多目的広場
展望広場 遊具広場
園路整備 駐車場整備
景観施設整備
便益施設
ジョギングコース
デイキャンプ場

Ｈ８

平成 ８年度から
平成１６年度末

用地取得面積
A=２８．８ha

平成15年度
進入道路一部整備

都
市
公
園
事
業

114
松阪市
総合運動公
園

松阪市

当初事業計画にお
いては陸上競技場、
野球場、プールなど
高規格の施設を建
設していく計画で
あったが社会経済
情勢の大きな変化
に伴い市の財政事
情も大変厳しい状況
となり、また今後高
齢化社会を迎えるに
あたり健康増進や健
康維持を目的とし、
自然環境を活かした
手軽に利用できる施
設整備が望まれて
いる。

費用便益費
B／C＝１．６５

建設残土の有効利
用を図る。
維持管理面でコスト
縮減につとめる。
・地元住民による低
コストの管理。
・指定管理者制度の
導入の検討。

代替案の検討
現在の用地取得の
状況から現計画で進
めることが妥当であ
ると判断している。

注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業


